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3
6
0
万
の
人
口
を
抱
え
る
巨
大
都
市
・

横
浜
は
、
空
間
軸
で
み
れ
ば
流
域
や
沿
線
と

い
っ
た
単
位
で
そ
れ
ぞ
れ
独
立
す
る
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
の
、
時
間
軸
で
み
れ
ば
形
成
の
時
期

も
な
り
た
ち
も
異
な
る
多
彩
な
市
街
地
か
ら

な
る
「
合
衆
体
」
だ
。
し
た
が
っ
て
市
民
の
生

活
実
感
か
ら
す
れ
ば
、
横
浜
と
い
う
都
市
全

体
で
社
会
資
源
の
状
況
な
ど
を
把
握
評
価
し
、

他
の
大
都
市
と
比
較
し
て
、
生
活
環
境
が
充

実
し
て
い
る
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
実
は
あ
ま

り
ぴ
ん
と
こ
な
い
。「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
は
ど
う
な
の
よ
」
と
思
わ
ず
問
い
た
く
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
。
し
か
も
、「
ま
だ
ら
模
様

の
人
口
減
少
社
会
」
の
到
来
に
よ
っ
て
市
内

の
各
地
域
間
の
人
口
動
態
や
構
造
、
産
業
集

積
、
生
活
環
境
な
ど
に
大
き
な
差
異
が
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
。

横
浜
の
都
市
力
や
暮
ら
し
や
す
さ
に
つ
い

て
、
説
明
を
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、
都
市

ブ
ロ
ッ
ク
や
そ
れ
ぞ
れ
の
市
街
地
ご
と
に
実

態
を
分
析
・
把
握
し
、
評
価
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
横
浜
の
都
市
構
造
（
空
間

軸
）の
特
徴
に
よ
り
、
市
域
を
４
つ
の
都
市
ブ

ロ
ッ
ク
（
圏
域
）
に
分
類
し
た
う
え
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
実
態
に
つ
い
て
概
説
し
て
み
よ
う
。

見
る
と
、
年
間
商
品
販
売
額
で
市
営
地
下
鉄

の
セ
ン
タ
ー
北
駅
・
セ
ン
タ
ー
南
駅
周
辺
が

5
3
0
億
4
6
1
6
万
円
（
平
成
14
年
度
）
で

ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
9
年
度
の
調

査
で
は
、
こ
の
地
区
は
統
計
デ
ー
タ
も
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ

の
10
年
た
ら
ず
の
間
で
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
区
で
急
速
に
商
業
集
積
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

対
照
的
に
横
浜
線
の
中
山（
平
成
14
年
度
2
4

9
億
3
4
7
9
万
円
・
平
成
9
年
度
か
ら
17
・
3
％
減

少
）、
鴨
居
（
平
成
14
年
度
1
1
6
億
1
2
6
3
万

円
・
平
成
9
年
度
か
ら
16
・
5
％
減
少
）
や
東
横
線

の
綱
島（
平
成
14
年
度
２
６
９
億
４
６
５
５
万
円
・

平
成
9
年
度
か
ら
6
・
5
％
減
少
）、
日
吉（
平
成
14

笊
北
部
圏
域
（
人
口：

98
万
7
8
9
0
人
／
2
0
0
4
年
）

年
度
2
1
5
億
8
1
1
4
万
円
・
平
成
9
年
度
か
ら

2
・
4
％
減
少
）、
さ
ら
に
田
園
都
市
線
の
青
葉

台（
平
成
14
年
度
3
4
6
億
2
6
9
1
万
円
・
平
成

9
年
度
か
ら
29
・
2
％
減
少
）、
あ
ざ
み
野（
平
成
14

年
度
1
7
7
7
億
6
2
4
0
万
円
・
平
成
9
年
度
か

ら
12
・
1
％
減
少
）
駅
周
辺
で
は
、
平
成
9
年
度

に
比
べ
て
販
売
額
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。

北
部
圏
域
の
コ
ア
と
な
る
の
が
、
鶴
見
川

中
流
域
の
低
湿
地
帯
に
位
置
す
る
新
都
心
・

新
横
浜
だ
。
東
海
道
新
幹
線
の
停
車
駅
と
い

う
広
域
的
な
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
に
加
え

て
、
2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）に
環
状
2
号

線
が
全
面
開
通
し
た
こ
と
で
、
道
路
交
通
の

面
で
も
北
部
圏
域
に
限
ら
ず
市
域
の
郊
外
部

と
都
心
部
の
交
通
結
節
点
と
し
て
の
拠
点
性

住
宅
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
維
持
と

新
た
な
産
業
ゾ
ー
ン
の
形
成

市
内
最
大
の
河
川
「
鶴
見
川
」
の
流
域
。

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
と
東
急
東
横
線
、
田
園
都
市
と

市
営
地
下
鉄
4
号
線
の
沿
線
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
エ
リ
ア
。
東
急
田
園
都
市
沿
線
な
ど

を
通
じ
て
川
崎
北
部
と
一
体
的
な
生
活
圏
を

形
成
し
て
い
る
。

2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）か
ら
2
0
0
4

年
（
平
成
16
年
）
ま
で
の
人
口
増
減
を
み
る

と
6
・
7
％
の
増
加
。
他
の
圏
域
と
比
較
し

て
最
も
人
口
増
加
率
が
高
い
。
年
少
人
口
の

比
率
が
15
・
6
％
（
2
0
0
4
年
）
と
高
く
、

高
齢
者
人
口
の
比
率
が
12
・
5
％（
2
0
0
4

年
）
と
低
い
の
も
特
徴
。
子
育
て
層
を
中
心

に
人
口
増
が
続
い
て
い
る
の
は
、

漓
東
京
に
地
理
的
に
近
い
た
め
「
人
口
の
都

心
回
帰
現
象
」
の
影
響
を
受
け
や
す
い

滷
田
園
都
市
線
沿
線
や
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
い
住
宅
地
を
抱

え
て
い
る

澆
第
2
郊
外
形
成
期
の
区
画
整
理
が
い
ま
だ

に
1
部
の
エ
リ
ア
で
継
続
中
で
あ
る

潺
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
沿
線
な
ど
の
大
規
模
工
場
跡

地
で
ス
ポ
ッ
ト
的
に
新
た
な
市
街
地
開
発

が
起
こ
っ
て
い
る

な
ど
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
圏
域
の
商
業
地
・
繁
華
街
の
状
況
を

東部圏域東部圏域 東部圏域 

西部圏域西部圏域 西部圏域 

南部圏域南部圏域 南部圏域 

北部圏域北部圏域 北部圏域 

■4つの都市圏域の範囲■

■第2部　横浜型録（カタログ）2006

4
つ
の
都
市
圏
域
で
見
る
横
浜
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形
成
さ
れ
た
住
宅
地

の
４
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら
形

成
さ
れ
て
い
る
。

市
電
は
廃
止
さ
れ
た
が
、

路
線
は
そ
の
ま
ま
バ
ス
路
線

に
引
き
つ
が
れ
て
お
り
、
地

下
鉄
や
私
鉄
も
含
め
、
圏
域

内
の
個
々
の
市
街
地
を
結
ぶ

公
共
交
通
網
が
密
度
濃
く
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
特

徴
だ
。

2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）

か
ら
2
0
0
4
年（
平
成
16

年
）ま
で
の
人
口
増
減
を
み

る
と
4
・
5
％
の
増
加
。
都

心
回
帰
現
象
に
よ
っ
て
人

口
が
増
加
し
て
い
る
半
面
、

他
の
圏
域
に
比
べ
て
年
少

人
口
割
合
が
11
・
7
％
（
2

0
0
4
年
）
と
最
も
低
く
、

老
年
人
口
割
合
が
17
・
5
％

（
2
0
0
4
年
）
と
最
も
高

い
。
圏
域
全
体
の
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
の
が
特
徴
だ
。

圏
域
の
繁
華
街
・
商
業
地
で
は
、
横
浜
駅
周

辺
が
年
間
の
商
品
販
売
額
5
2
6
9
億
3
0
6

9
万
円
（
平
成
14
年
度
）
と
他
の
繁
華
街
と
比

べ
て
桁
違
い
の
売
り
上
げ
額
を
誇
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
平
成
9
年
と
比
較
す
る
と
売
上
額
は

13
・
8
％
減
少
し
て
い
る
。
伊
勢
佐
木
町（
平
成

14
年
度
販
売
額
3
3
3
億
9
1
1
9
万
円
・
平
成
9
年

度
か
ら
30
・
0
％
減
少
）
や
元
町
（
平
成
14
年
度
2
6

6
億
9
0
8
万
円
・
平
成
9
年
度
か
ら
23
・
7
％
減

少
）、
M
Y
C
A
L
本
牧（
平
成
14
年
度
1
5
4
億

1
8
1
9
万
円
・
平
成
9
年
度
か
ら
29
・
9
％
減
少
）

も
軒
並
み
減
少
し
て
お
り
、
み
な
と
み
ら
い
地

区（
平
成
14
年
度
6
0
5
億
6
9
0
7
万
円
・
平
成
9

年
度
か
ら
2
8
2
・
1
％
増
加
）
が
急
速
に
商
業
集

積
を
高
め
て
い
る
の
と
、
対
照
的
な
結
果
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
関

内
地
区
の
オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施
設
が
シ
ル
バ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
な
ど
に
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
従
来
ま
で
東
部
圏
域
が
果
た

し
て
き
た
横
浜
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
都
心
機
能
の
あ

り
方
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

み
な
と
み
ら
い
線
の
開
通
を
起
爆
剤
に
し

て
、
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
か
ら
山
下
埠
頭

ま
で
の
臨
海
都
心
部
を
一
体
的
に
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
、
そ
の
際
に
「
文
化
芸
術
創
造

都
市
」
と
い
っ
た
新
し
い
都
心
再
生
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
、
開
港
以
来
の
歴
史
文
化
資
源
を

い
か
す
形
で
、
ど
の
よ
う
に
展
開
で
き
る
か

が
、
こ
の
圏
域
全
体
の
活
性
化
を
考
え
る
う

え
で
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
臨
海
部
の
工
業
地
帯
で
は
、
企
業

や
工
場
の
流
出
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。

造
船
や
鉄
鋼
、
石
油
精
製
な
ど
の
重
厚
長
大

笆
東
部
圏
域
（
人
口：

87
万
5
1
9
1
人
／
2
0
0
4
年
）

北部圏域北部圏域 

南部圏域南部圏域 

西部圏域西部圏域 
東部圏域東部圏域 

北部圏域 

南部圏域 

西部圏域 
東部圏域 

10.1％以上 

1.1％　 ～10.0％ 

－0.9％ ～　1.0％ 

－4.9％ ～－1.0％ 

－100％～－5.0％ 

■ 2000年から2004年までの人口増減割合 ■

海
と
港
の
横
浜
ら
し
さ
を
発
信
す
る

臨
海
都
市
部
の
再
生

臨
海
都
心
部
お
よ
び
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
。
昭

和
30
年
代
ま
で
に
市
電
を
中
心
に
市
街
地
が
形

成
さ
れ
た
環
状
2
号
線
よ
り
内
側
の
エ
リ
ア
と

ほ
ぼ
重
な
る
。

漓
横
浜
港
を
中
心
に
南
北
に
広
が
る
京
浜
臨

海
部
と
磯
子
・
根
岸
の
工
業
地
帯

滷
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
や
横
浜
駅
周
辺
、

関
内
・
関
外
地
区
な
ど
の
業
務
系
・
商
業

ゾ
ー
ン

澆
帷
子
川
、
鶴
見
川
、
大
岡
川
、
中
村
川
、
掘

割
川
、
入
江
川
・
滝
の
川
な
ど
の
運
河
沿
い

の
埋
め
立
て
地
に
広
が
る
密
集
市
街
地

潺
旧
海
岸
線
で
あ
る
下
末
吉
台
地
の
崖
線
状
に

が
高
ま
っ
た
。

さ
ら
に
着
目
す
べ
き
は
、
新
横
浜
1
丁
目

か
ら
3
丁
目
に
か
け
て
約
80
ha
に
半
導
体
設

計
な
ど
3
0
0
を
超
え
る
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が

立
地
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
新
横
浜
駅
周

辺
に
集
積
す
る
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
に
加
え
、
鶴

見
川
の
上
流
域
の
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
新

羽
地
区
な
ど
に
は
、
外
資
系
企
業
や
電
気
機

械
関
連
の
企
業
が
集
積
し
て
い
る
。
さ
ら
に

圏
域
内
に
東
京
工
業
大
学
や
武
蔵
工
業
大
学

な
ど
理
工
系
の
大
学
も
あ
り
、
圏
域
内
の
異

業
種
交
流
や
産
学
連
携
を
進
め
る
こ
と
で

「
鶴
見
川
流
域
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー
」
と
も
呼
ぶ

べ
き
新
た
な
産
業
ゾ
ー
ン
を
形
成
す
る
こ
と

が
可
能
な
エ
リ
ア
だ
。
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ら
バ
ス
利
用
圏
に
あ
る
中
高
層
の
住
宅

団
地
を
多
く
抱
え
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
近
い
将
来
、
圏
域
全
体
の

人
口
が
減
少
に
転
じ
、
高
齢
化
が
さ
ら
に

進
展
す
る
こ
と
も
類
推
さ
れ
る
。

圏
域
の
繁
華
街
・
商
業
地
を
み
る
と
、
相

鉄
線
沿
線
で
は
二
俣
川
駅
周
辺
が
年
間
販
売

額
が
3
3
7
億
8
7
0
1
万
円
（
平
成
14
年

度
）
と
ト
ッ
プ
だ
が
、
平
成
9
年
度
と
比
べ

る
と
販
売
額
が
4
・
2
％
減
少
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
和
田
町
駅
周
辺
で
は
26
・
6
6
％
、

西
谷
駅
周
辺
で
17
・
31
％
、
三
ツ
境
駅
で
20
・

1
8
％
の
減
少
率
を
示
し

て
い
る
（
い
ず
れ
も
平
成
9

年
度
と
平
成
14
年
度
の
販

売
額
比
）。
そ
れ
に
比
べ
て
、

Ｊ
Ｒ
の
東
戸
塚
駅
周
辺
の

販
売
額
は
、
5
0
1
億
8

3
3
3
万
円（
平
成
14
年
度
）

で
平
成
９
年
度
と
比
較
し

て
1
2
1
・
5
％
の
増
加
率

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
、
環
状
2
号
線
の
開
通

に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
は
相

鉄
線
沿
線
の
駅
前
商
店
街

で
買
い
物
を
し
て
い
た
顧

客
層
が
、
道
路
で
も
鉄
道

で
も
利
便
性
が
高
く
、
商

業
集
積
が
進
む
東
戸
塚
駅

周
辺
へ
と
流
出
し
て
い
る

こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
西
部
圏
域
の
社
会

資
源
の
特
徴
と
し
て
、
市

域
で
は
珍
し
い
フ
ラ
ッ
ト

な
市
街
化
調
整
区
域
内
に

優
良
な
農
地
を
抱
え
て
い

人
口
減
少
を
逆
手
に
と
る
「
地
産
地
消
」
と

「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
の
展
開

帷
子
川
流
域
と
柏
尾
川
低
地
を
走
る
相
鉄

本
線
と
い
ず
み
野
線
、
市
営
地
下
鉄
1
号
線

（
戸
塚
駅
〜
湘
南
台
駅
間
）
の
沿
線
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
る
エ
リ
ア
。
相
鉄
線
や
市
営
地
下

鉄
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
大
和
、
海

老
名
、
厚
木
、
藤
沢
な
ど
の
県
央
・
県
西
地

区
と
の
関
連
性
が
深
い
。

2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）か
ら
2
0
0
4

年
（
平
成
16
年
）
ま
で
人
口
は
1
・
9
％
増
。

ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
だ
。
年
少
人
口
比
率
が

13
・
9
％
（
2
0
0
4
年
）と
比
較
的
高
い
反

面
、
老
年
人
口
割
合
も
17
・
1
％（
2
0
0
4

年
）
と
高
く
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
の
圏
域
の
将
来
の
人
口
動
向
を
考
え
る

と漓
相
鉄
本
線
の
沿
線
は
、
第
1
郊
外
形
成
期

に
ス
プ
ロ
ー
ル
的
に
開
発
さ
れ
た
市
街
地

が
多
く
、
駅
周
辺
を
含
め
新
規
の
住
宅
開

発
の
余
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

滷
急
速
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
駅
か

る
こ
と
、
ま
た
高
齢
者
や
障
害
者
の
社
会
福

祉
施
設
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
直
売
所
の
経
営
や
引

き
売
り
な
ど
を
通
じ
て
消
費
者
と
積
極
的
に

か
か
わ
ろ
う
と
す
る
農
家
や
、
開
か
れ
た
施

設
経
営
を
旗
印
に
し
て
、
周
辺
の
住
宅
地
と

積
極
的
に
交
流
を
進
め
る
意
欲
を
持
つ
社
会

福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
多
い
。
こ
れ
ら

の
社
会
資
源
と
主
体
を
核
に
し
て
「
地
産
地

消
」
や
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
も
と
に
圏
域
全
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
す
れ
ば
、
人
口
減
少
社
会
な
ら
で
は

の
新
し
い
都
市
像
を
、
全
国
に
向
け
て
、
こ

の
西
部
圏
域
か
ら
発
信
で
き
る
だ
け
の
可
能

性
を
も
っ
て
い
る
エ
リ
ア
で
あ
る
と
も
い
え

る
。こ

う
し
た
観
点
か
ら
、「
い
ず
み
田
園
都

市
構
想
」
や
米
軍
か
ら
の
返
還
の
方
針
が
合

意
さ
れ
た
「
上
瀬
谷
通
信
施
設
」
や
「
深
谷
通

信
所
」の
跡
地
利
用
な
ど
、
こ
の
圏
域
の
将

来
の
目
玉
と
な
る
都
市
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
手

法
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
の
か
は
着
目
さ
れ

て
い
い
。

21％～33％ 

16％～10％ 

11％～15％ 

  6％～10％ 

  0％～  5％ 

北部圏域北部圏域 

南部圏域南部圏域 

西部圏域西部圏域 東部圏域東部圏域 

北部圏域 

南部圏域 

西部圏域 東部圏域 

笳
西
部
圏
域
（
人
口：

83
万
2
2
0
9
人
／
2
0
0
4
年
）

■ 15歳以下の年少人口割合（2004年）■

■第2部　横浜型録（カタログ）2006

型
の
産
業
が
中
国
と
の
関
係
で
見
直
さ
れ
て
き

て
い
る
中
で
、
蓄
積
さ
れ
た「
も
の
づ
く
り
の

技
術
」に
付
加
価
値
を
つ
け
て
い
く
こ
と
や
、

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
な
ど
に
よ
っ

て
バ
イ
オ
産
業
な
ど
新
た
な
産
業
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
も
こ
の
圏
域
の
都
市
づ
く
り
を
考
え

る
う
え
で
急
務
で
あ
る
と
い
え
る
。



64

海
・
川
・
森
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

環
境
行
動
都
市
の
具
現
化

横
浜
最
大
の
丘
陵
緑
地
帯
で
あ
る
「
円
海
山

緑
地
」
の
周
辺
に
形
成
さ
れ
た
市
街
地
を
中
心

に
、
東
は
磯
子
か
ら
金
沢
ま
で
の
海
岸
線
に
よ

っ
て
、
西
は
戸
塚
か
ら
大
船
ま
で
の
東
海
道
線

に
よ
っ
て
縁
取
ら
れ
た
エ
リ
ア
。
圏
域
内
に
は

主
要
な
鉄
道
網
と
し
て
京
急
線（
上
大
岡
〜
金

沢
八
景
・
六
浦
間
）
と
Ｊ
Ｒ
根
岸
線
（
磯
子
〜

大
船
間
）が
走
る
。
中
世
の
鎌
倉
文
化
圏
で
あ

り
、
現
在
で
も
京
急
線
や
Ｊ
Ｒ
線
な
ど
の
鉄
道

網
や
鎌
倉
街
道
や
国
道
16
号
線
な
ど
の
道
路
網

を
通
じ
て
横
須
賀
や
逗
子
・
葉
山
・
鎌
倉
な
ど

三
浦
半
島
・
湘
南
圏
と
の
つ
な
が
り
は
深
い
。

2
0
0
0
年
（
平
成
12
年
）
か
ら
2
0
0
4

年
（
平
成
16
年
）
ま
で
の
人
口
増
減
を
み
る
と

1
・
3
％
増
、
西
部
圏
域
と
同
じ
よ
う
に
、
ほ

ぼ
横
ば
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
年
少
人

口
の
割
合
は
13
・
1
％
、
老
年
人
口
割
合
は

17
・
1
％
で
、
少
子
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。

南
部
圏
域
の
人
口
動
態
の
特
徴
は
、
第
2
郊

外
と
し
て
1
9
7
0
年
代
〜
80
年
代
に
か
け
て

開
発
さ
れ
た
洋
光
台
や
港
南
台
な
ど
の
大
規
模

団
地
、
京
急
釜
利
谷
地
区
、
上
郷
・
庄
戸
地
区

な
ど
の
戸
建
て
の
丘
陵
住
宅
地
に
お
い
て
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
の
に
対
し

て
、
大
船
駅
や
上
大
岡
駅
周
辺
で
は
マ
ン
シ
ョ

ン
開
発
に
よ
っ
て
人
口
が
急
増
す
る
な
ど
、
横

浜
の
「
ま
だ
ら
模
様
の
人
口
減
少
社
会
」
を
象

徴
す
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
行
政

区
の
単
位
で
人
口
動
態
や
人
口
構
造
を
眺
め
て

み
て
も
問
題
の
本
質
が
最
も
見
え
に
く
い
圏
域

で
あ
る
と
も
言
え
る
。

圏
域
の
繁
華
街
・
商
業
地
を
見
る
と
、
駅
周

辺
の
再
開
発
が
進
む
上
大
岡
駅
周
辺
が
7
4
4

億
9
5
5
9
万
円
（
2
0
0
2
年
）
と
販
売
額

で
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
戸
塚
駅
や

大
船
駅
、
港
南
台
駅
、
金
沢
文
庫
駅
な
ど
の
主

要
駅
周
辺
の
繁
華
街
が
、
1
9
9
7
年（
平
成

9
年
）と
比
較
し
て
販
売
額
を
軒
並
み
20
％
前

後
と
減
少
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
9
・

8
％
の
増
加
を
し
て
い
る
こ
と
は
目
を
引
く
。

ま
た
、
磯
子
（
浜
周
辺
）

の
年
間
販
売
額
が
1
5
2

億
4
9
0
3
万
円
と
1
9

9
7
年
と
比
較
し
て
2
7

4
・
7
8
％
の
増
加
に
な
っ

て
い
る
。
売
り
場
面
積
で

は
4
9
3
・
9
1
％
の
増
加

だ
。
こ
れ
は
、
従
来
ま
で

は
工
場
や
事
業
所
だ
っ
た

場
所
が
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型

の
大
規
模
小
売
店
に
転
換

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

こ
う
し
た
工
場
や
社
宅
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
転
換
は
、

今
後
も
こ
の
圏
域
の
臨
海
産

業
ゾ
ー
ン
で
進
ん
で
い
く
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

南
部
圏
域
の
社
会
資
源
の

特
徴
は
、
丘
陵
や
河
川
、
崖

線
と
渚（
干
潟
や
自
然
海
岸
）

と
い
っ
た
横
浜
の
原
風
景
が

東
部
圏
域
な
ど
と
比
べ
る

と
、
一
定
程
度
自
然
の
ま
ま

維
持
保
全
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
大
都
市
圏
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と

一
体
と
な
る
形
で
大
規
模
公
園
、
動
物
園
、
水

族
館
、
博
物
館
、
研
修
・
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

な
ど
多
彩
な
学
習
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

や
、
関
東
学
院
大
学
や
明
治
学
院
大
学
、
横
浜

市
立
大
学
な
ど
の
大
学
研
究
機
関
が
立
地
し
て

い
る
こ
と
だ
。
市
域
の
み
な
ら
ず
首
都
圏
レ
ベ

ル
で
見
て
も
有
数
の
教
育
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
資
産
を
抱
え
て
い
る
エ
リ
ア
な
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
森
・
川
・
海
の
環
境
保
全
を

テ
ー
マ
に
し
て
市
民
活
動
団
体
も
盛
ん
に
活
動

し
て
い
る
。
南
部
圏
域
に
点
在
す
る
教
育
・
文

化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
資
産
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
し
、
市
民
が
主
体
と
な
り
、
大
都
市
な
ら
で

は
の
自
然
環
境
の
維
持
・
保
全
・
創
造
の
た
め

の
新
し
い
手
法
や
事
業
モ
デ
ル
を
こ
の
圏
域
で

展
開
す
れ
ば
、
横
浜
市
が
掲
げ
る
「
環
境
行
動

都
市
」を
具
現
化
す
る
モ
デ
ル
エ
リ
ア
と
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
え
る
。

笘
南
部
圏
域
（
人
口：

88
万
2
0
1
7
人
／
2
0
0
4
年
）

26％～75％ 

21％～25％ 

16％～20％ 

11％～15％ 

  0％～10％ 

北部圏域北部圏域 

南部圏域南部圏域 

西部圏域西部圏域 東部圏域東部圏域 

北部圏域 

南部圏域 

西部圏域 東部圏域 

■ 65歳以上の高齢人口割合（2004年）■


